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平
成
二
四
年
度
秋
田
県
消
防
功
労

者
表
彰
式
は
秋
田
県
及
び
公
益
財
団

法
人
秋
田
県
消
防
協
会
の
共
催
に
よ

り
、
三
月
一
四
日(

木)

午
後
一
時
三

〇
分
か
ら
、
秋
田
市
の
秋
田
県
庁
第

二
庁
舎
八
階
大
会
議
室
で
、
受
章
者

な
ど
一
五
〇
人
が
出
席
し
、
開
催
さ

れ
た
。 

　
式
典
は
、
最
初
に
堀
井
啓
一
秋
田

県
副
知
事
が
式
辞
を
述
べ
た
後
、
消

防
庁
長
官
表
彰
状
や
消
防
庁
消
防
団

協
力
事
業
所
表
示
証
、
日
本
消
防
協

会
定
例
表
彰
の
伝
達
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
平
成
二
四
年
一
月
か
ら
一
二
月

ま
で
の
一
年
間
、
火
災
の
発
生
が
な

か
っ
た
市
町
村
を
表
彰
す
る
秋
田
県

知
事
表
彰
が
行
わ
れ
た
。 

　
続
い
て
、
中
泉
松
之
助
秋
田
県
消

防
協
会
長
の
挨
拶
、
来
賓
を
代
表
し

て
小
松
隆
明
秋
田
県
議
会
副
議
長
と

高
橋
一
秋
田
県
警
察
本
部
警
備
第
一

課
調
査
官
が
祝
辞
を
述
べ
、
最
後
に

受
章
者
を
代
表
し
て
、
板
垣
英
雄
に

か
ほ
市
消
防
団
長
が
謝
辞
を
述
べ
た
。 

      

　
日
ご
ろ
皆
様
に
は
、
火
災
を
始
め
と
す

る
様
々
な
災
害
か
ら
県
民
の
生
命
や
身
体
、

財
産
を
守
る
た
め
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
受
賞
さ
れ
る
皆
様
に
心
か
ら
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
消
防
防
災
体
制
の
充
実
強
化
は
、
国
と

地
方
に
共
通
す
る
最
重
要
課
題
の
ひ
と
つ

で
あ
り
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
住
民
・
地
域
・
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
何

よ
り
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。 

　
地
域
防
災
の
中
核
を
担
う
消
防
団
員
は
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
年
々

減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
女
性
団
員
や
機

能
別
団
員
数
は
増
加
し
て
お
り
、
今
後
の

消
防
団
を
支
え
る
力
と
し
て
、
地
域
の
期

待
も
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
県
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
東
日
本
大
震

災
等
の
災
害
を
踏
ま
え
、「
秋
田
県
地
域

防
災
計
画
」
の
全
面
的
な
見
直
し
を
行
う

ほ
か
、
防
災
教
育
の
強
化
に
向
け
た
県
消

防
学
校
・
災
害
擬
似
体
験
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
や
地
震
体
験
車
の
導
入
配
備
、
様
々

な
災
害
に
迅
速
に
対
応
す
る
体
制
の
強
化

を
図
る
た
め
の
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更

新
な
ど
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
町
村
と

連
携
し
消
防
職
・
団
員
の
活
動
時
に
お
け

る
安
全
確
保
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。 

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
や
、
消
防
防
災
体

制
の
充
実
に
、
引
き
続
き
お
力
添
え
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
式
辞
と
い

た
し
ま
す
。 

      

　
栄
え
あ
る
受
章
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

　
戦
後
最
大
の
災
害
と
な
り
ま
し
た
東
日

本
大
震
災
か
ら
二
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

あ
の
大
震
災
に
お
け
る
消
防
職
・
団
員
の

懸
命
な
活
動
は
、
国
の
内
外
か
ら
高
い
評

価
を
頂
き
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
多
く

の
殉
職
者
を
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
決
し
て
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
も
、
消
防
体
制
の
整
備
を
更

に
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
一
方
、
県
内
で
は
、
火
災
は
今
も
な
お

後
を
絶
た
ず
、
四
月
の
爆
弾
低
気
圧
に
続

秋
田
県
副
知
事
　 

　
堀
　
井
　
啓
　
一 

公
益
財
団
法
人 

秋
田
県
消
防
協
会
長 

　
中
　
泉
　
松
之
助 

挨 

拶
（
要
約
） 
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 き
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
八
月
の
猛
暑
、
そ
し

て
ま
た
こ
の
豪
雪
と
、
自
然
災
害
の
脅
威

も
依
然
と
し
て
続
い
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
県
民
の
消
防
防
災
に

対
す
る
関
心
・
期
待
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。                    

　
私
達
消
防
人
は
、
県
民
の
安
心
・
安
全

の
確
保
と
い
う
強
い
願
い
に
応
え
て
行
く

た
め
、
一
層
高
い
士
気
の
下
に
訓
練
を
重

ね
、
地
域
と
の
連
携
を
更
に
深
め
、
よ
り

強
靱
な
体
制
を
構
築
し
、
あ
ら
ゆ
る
災
害

に
全
力
で
立
ち
向
か
っ
て
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。 

　
本
日
、
受
章
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
消
防
防
災
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
な
お
一
層

の
ご
活
躍
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た

し
ま
す
。 

B功　労　章（２名） 

 にかほ市消防団 団　　　長 板　垣　英　雄 横手市大森消防団 団　　　長 稲　葉　盛　榮 

 

B永年勤続功労章（76名） 

 横手市消防本部 消　防　監 泉　田　榮　次 由利本荘市消防本部 消　防　監 伊　藤　敬　一 

 男鹿地区消防一部事務組合消防本部 消　防　監 大　⠷　正　人 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消　防　監 佐々木　　　浩 

 由利本荘市消防本部 消防司令長 井　島　忠　義 湖東地区行政一部事務組合消防本部 消防司令長 伊　藤　　　繁 

 秋田市消防本部 消防司令長 加賀谷　英　治 由利本荘市消防本部 消防司令長 工　藤　康　治 

 五城目町消防本部 消防司令長 佐　藤　與志美 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 田　口　準　二 

 能代山本広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 芳　賀　康　夫 秋田市消防本部 消防司令長 樋　渡　統　一 

 湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 藤　原　運　悦 横手市消防本部 消防司令長 藤　原　正　美 

 能代山本広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 本　庄　　　毅 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 松　田　浩　二 

 秋田市消防本部 消防司令長 森　合　和　美 大館市消防本部 消 防 司 令 石　田　多喜男 

 にかほ市消防本部 消 防 司 令 伊　東　善　輝 北秋田市消防本部 消 防 司 令 白　沢　満　雄 

 鹿角広域行政組合消防本部 消 防 司 令 ⨉　沢　政　雄 潟上市消防団 副　団　長 石　川　善太郎 

 井川町消防団 副　団　長 児　玉　武　夫 仙北市消防団 副　団　長 ⠷　橋　博　紀 

 仙北市消防団 副　団　長 田　口　忠　正 大仙市消防団 副　団　長 田　村　健　郎 

 由利本荘市消防団 副　団　長 原　田　俊　孝 五城目町消防団 副　団　長 藤　井　好　春 

 秋田市消防団 副　団　長 古　木　仁　悦 大潟村消防団 副　団　長 松　橋　　　稔 

 藤里町消防団 分　団　長 安　保　美佐穂 秋田市消防団 分　団　長 石 塚 彌左衛門 

 八郎潟町消防団 分　団　長 伊　藤　洋　一 由利本荘市消防団 分　団　長 遠　藤　満　博 

 大仙市消防団 分　団　長 大　友　金己知 美郷町消防団 分　団　長 奥　山　幸　誠 

 横手市山内消防団 分　団　長 小野寺　千代美 男鹿市消防団 分　団　長 加　藤　　　勝 

消 防 庁 長 官 表 彰 消 防 庁 長 官 表 彰 消 防 庁 長 官 表 彰 

秋 田 県 知 事 表 彰 秋 田 県 知 事 表 彰 

日 本 消 防 協 会 表 彰 日 本 消 防 協 会 表 彰 

消 防 庁 表 示 証  消 防 庁 表 示 証  

消防庁消防団協力事業所表示証伝達 

受賞者代表謝辞 日本消防協会表彰旗伝達 
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 由利本荘市消防団 分　団　長 工　藤　金一郎 横手市横手消防団 分　団　長 黒　澤　善　一 

 能代市消防団 分　団　長 腰　山　佳　克 大仙市消防団 分　団　長 小　松　　　強 

 美郷町消防団 分　団　長 斉　藤　一　夫 大館市消防団 分　団　長 齋　藤　新　昭 

 秋田市消防団 分　団　長 齋　藤　義　人 大仙市消防団 分　団　長 佐々木　孝　市 

 横手市大森消防団 分　団　長 佐々木　重　一 湯沢市消防団 分　団　長 佐々木　長　一 

 北秋田市消防団 分　団　長 佐　藤　昭　夫 鹿角市消防団 分　団　長 佐　藤　国　男 

 仙北市消防団 分　団　長　 佐　藤　　　健 潟上市消防団 分　団　長 佐　藤　　　進 

 秋田市消防団 分　団　長 佐　藤　　　隆 横手市雄物川消防団 分　団　長 佐　藤　　　弘 

 大仙市消防団 分　団　長 佐　藤　裕　藏 羽後町消防団 分　団　長 佐　藤　良　友 

 大仙市消防団 分　団　長 進　藤　文　隆 にかほ市消防団 分　団　長 須　藤　淳　一 

 大館市消防団 分　団　長 ⠷　橋　　　久 上小阿仁村消防団 分　団　長 武　石　忠　夫 

 大館市消防団 分　団　長 田　村　東　一 湯沢市消防団 分　団　長 西　成　嘉　一 

 横手市平鹿消防団 分　団　長 藤　井　敬　司 北秋田市消防団 分　団　長 藤　田　久　悦 

 三種町消防団 分　団　長 三　浦　泰　昭 八峰町消防団 分　団　長 諸　澤　達　雄 

 鹿角市消防団 分　団　長 山　⠿　敏　之 能代市消防団 分　団　長 山　田　藤　雄 

 秋田市消防団 分　団　長 横　山　久　雄 大館市消防団 分　団　長 若　松　孝　充 

 横手市増田消防団 副 分 団 長 石　川　　　実 大仙市消防団 副 分 団 長 佐々木　都司雄 

 横手市十文字消防団 副 分 団 長 菅　原　善　市 男鹿市消防団 副 分 団 長 西　方　文　敏 

 大仙市消防団 部　　　長 渡　部　良太郎 小坂町消防団 班　　　長 佐　藤　良　雄 

 

B消防団等地域活動表彰（事業所表彰）（１事業所） 

 横手市　　株式会社 吉田建設 

 

 

 

 

B消防団協力事業所表示証（６事業所） 

 鹿角市　　工藤製作所 鹿角市　　株式会社 浅利佐助商店 鹿角市　　株式会社 米村組 

 鹿角市　　株式会社 ミートランド 大仙市　　秋田上日工業 株式会社  大仙市　　有限会社 県南開発工業 

 

B無火災表彰（３町） 藤　里　町　　　上小阿仁村　　　東 成 瀬 村 
 

 

 

 

 

B表　彰　旗（１団） 能代市消防団                                                        

 

B竿　頭　綬（３団） 三種町消防団　　　男鹿市消防団　　　湯沢市消防団  

 

B功　績　章（19名）  

 鹿角市消防団 副　団　長 児　玉　誠　喜 北秋田市消防団 団　　　長 北　林　　　榮

 大館市消防本部 消　防　監 畠　山　亮　一 八峰町消防団 副　団　長 奈　良　徳　男 

 能代市消防団 分　団　長 加賀谷　一　彦 潟上市消防団 団　　　長 古　戸　俊　行 

 五城目町消防団 団　　　長 一　関　鐐　一 秋田市消防本部 消防司令長 佐　藤　好　幸 

 秋田市消防本部 消防司令長 清　野　洋　一 由利本荘市消防団 副　団　長 田　口　憲　一 

 由利本荘市消防団 分　団　長 那　須　勝　弘 仙北市消防団 団　　　長 佐　藤　生　治 

 美郷町消防団 副　団　長 ⠷　橋　勝　利 大仙市消防団 副　団　長 佐　藤　　　一 

 横手市十文字消防団 団　　　長 和　泉　芳　美 横手市横手消防団 副　団　長 冨　田　　　昭 

 横手市雄物川消防団 副　団　長 近　江　幸　光 湯沢市消防団 分　団　長 西　成　嘉　一 

 羽後町消防団 分　団　長 佐　藤　良　友 

消 防 庁 長 官 表 彰 消 防 庁 長 官 表 彰 

秋 田 県 知 事 表 彰 秋 田 県 知 事 表 彰 秋 田 県 知 事 表 彰 

日 本 消 防 協 会 表 彰 日 本 消 防 協 会 表 彰 日 本 消 防 協 会 表 彰 

消 防 庁 表 示 証  消 防 庁 表 示 証  消 防 庁 表 示 証  

（３）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成25年４月15日（毎月１回15日発行） №710



 B精　績　章（46名） 

 鹿角市消防団 分　団　長 山　⠿　敏　之 鹿角市消防団 分　団　長 田　原　淳　二 

 大館市消防団 分　団　長 浪　岡　善　廣 大館市消防団 分　団　長 石　川　久　晴 

 北秋田市消防団 分　団　長 藤　田　久　悦 上小阿仁村消防団 副　団　長 武　石　　　聡 

 北秋田市消防本部 消 防 司 令 白　沢　満　雄 能代市消防団 分　団　長 腰　山　佳　克 

 能代市消防団 分　団　長 安　保　治　夫 三種町消防団 分　団　長 荒　川　　　毅 

 八峰町消防団 分　団　長 米　森　吉　清 男鹿市消防団 分　団　長 渡　部　喜代文 

　潟上市消防団 副　団　長 石　川　善太郎 五城目町消防団 副　団　長 藤　井　好　春 

　井川町消防団 団　　　長 遠　間　富　和 大潟村消防団 分　団　長 加　藤　憲　人 

　秋田市消防本部 消防司令長 櫻　田　寿　明 秋田市消防本部 消 防 司 令 土　田　　　高 

 秋田市消防団 分　団　長 金　子　一　典 秋田市消防団 分　団　長 伊　藤　隆　一 

　秋田市消防団 分　団　長 桑　原　民　生 由利本荘市消防本部 消防司令長 工　藤　康　治 

　由利本荘市消防団 分　団　長 遠　藤　満　博 由利本荘市消防団 分　団　長 工　藤　金一郎 

　由利本荘市消防団 分　団　長 佐々木　義　雄 由利本荘市消防団 分　団　長 高　橋　豊　昭 

　にかほ市消防団 分　団　長 戸　蒔　成　一 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 阿　部　広　一 

　大仙市消防団 副　団　長 安　藤　喜美雄 仙北消防団 副　団　長 田　口　忠　正 

　大仙市消防団 副　団　長 豊　巻　一　男 大仙市消防団 副　団　長 判　田　勝　補 

　美郷町消防団 分　団　長 稲　川　高　志 横手市消防本部 消防司令長 岡　部　新　吉 

　横手市雄物川消防団 分　団　長 佐　藤　　　弘 横手市消防本部 消 防 司 令 谷　口　清　二 

　横手市消防本部 消 防 司 令 高　橋　信　宏 横手市大森消防団 分　団　長 佐々木　重　一 

　横手市雄物川消防団 分　団　長 長谷川　喜　一 横手市増田消防団 分　団　長 白　澤　　　進 

 湯沢市消防団 分　団　長 半　田　好　男 湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 阿　部　祐　作 

　東成瀬村消防団 副 分 団 長 小田原　克　己 湯沢市消防団 副 分 団 長 木　村　宏　一 

　湯沢市消防団 副 分 団 長 高　橋　　　廣 湯沢市消防団 副 分 団 長 佐　藤　　　斎

　消防団・消防団員とは                        

　消防団は､ 消防本部や消防署と同様に市町村の消防機関の

一つです。                            

　消防団員は、本業を持ちながらも「自らの地域は自らで守

る」という郷土愛護の精神に基づいて、地域の安全・安心を

確保するために活動する非常勤特別職の地方公務員です。                  

　消防団員の減少で、地域防災力の低下が懸念    

　本県の消防団員数は、昭和31年には3万 6千人が在籍し

ていましたが、年々減少し続け、平成24年には半分を割り

込み、1万7,800人となりました。      

　地域の消防防災力の低下が懸念されています。  

　多くの方の消防団入団を期待                  

　消防団は、地域防災の中核的な存在で、地域の安全・安心

を確保するために大変重要な組織です。  

　一人でも多くの方に、消防団活動に参加いただけることを

期待しています。  

応募お待ちしています！ 

№710（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成25年４月15日（毎月１回15日発行）（４）



　
秋
田
県
消
防
協
会
第
三
回
理
事
会
が
三
月
七

日
（
木)

、
秋
田
市
の
「
イ
ヤ
タ
カ
」
で
開
催

さ
れ
、
平
成
二
五
年
度
事
業
計
画
や
収
支
予
算

な
ど
が
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
全
国
女
性
消
防
操

法
大
会
に
大
仙
市
消
防
団
女
性
消
防
隊
の
出
場

が
決
定
さ
れ
た
。 

　
ま
た
、
二
月
二
五
日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
た

第
一
八
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
秋
田
大

会
実
行
委
員
会
で
承
認
さ
れ
た
収
支
決
算
等
に

つ
い
て
も
報
告
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。 

秋
田
県
消
防
協
会 

平
成
二
五
年
度 

事
業
計
画
・
収
支
予
算
承
認
さ
れ
る 

  　　　　　　　　事　業　項　目 　 実　施　時　期 

 第１　消防思想普及啓発事業                

 　１．火災予防運動の推進 年間 

 　２．防火ポスターコンクールの実施 平成25年11月     

 　３．殉職者慰霊に関する事業     

 　　(1) 秋田県消防殉職職・団員慰霊祭 平成25年8月27日        

 　　(2) 全国消防殉職者慰霊祭 平成25年9月12日      

 　４．広報紙の発行とホームページの開設 

 　　(1) 新聞「消防秋田」の発行 毎月1回(1,100部) 

 　　(2) ホームページでの情報提供 年間  

 第２　地域消防防災力向上推進事業   

 　１．消防団員の教養研修         

 　　(1) 現地教養研修の実施 年間           

 　　(2) 秋田県消防大会の開催 平成25年6月29日      

 　　(3) 各種研修会等への参加              

 　　　・消防団員指導員研修 平成25年10月26日～27日 

 　　　・全国女性消防団員活性化ぎふ大会 平成25年10月30日         

 　　　・消防団120年・自治体消防65周年記念大会 平成25年11月25日 

 　　　・女性消防団員教育訓練 平成25年11月30日～12月1日 

 　　　・消防団幹部特別研修 平成26年1月14日～17日  

 　　　・消防団幹部候補中央特別研修(男性)  平成26年2月5日～7日 

 　　　・消防団幹部候補中央特別研修(女性)  平成26年2月12日～14日 

 　２．消防操法大会の開催          

 　　(1) 秋田県消防操法大会 平成25年9月6日 

 　　(2) 全国女性消防操法大会 平成25年10月17日 

 　３．消防団活動の活性化 

 　　(1) 消防団長研修 平成25年12月5日 

 　　(2) 女性消防団ネットワーク会議 平成26年1月30日 

 第３　消防互助会事業 年間 

 第４　会議の開催  

 　　(1) 評議員会 平成25年5月29日 

 　　(2) 理事会 年3回開催 

 　　(3) 会計監査 平成25年4月18日 

 　　(4) 消防互助会審議委員会 平成25年4月25日 

 　　(5) 地域消防団体事務担当者会議 平成25年6月6日 

 

平成25年度主な事業計画 

平成25年度収支予算 
　　　 勘定科目・主な事業費 予　算　額   

事業活動収入計 32,692,400 

　消防互助会掛金 5,700,000 

　事業収入 241,500 

　補助金等 13,179,000 

　負担金 5,187,000 

　年会費 5,870,000 

　その他収入 2,514,900 

事業活動支出計 33,634,500 

　火災予防運動の支部活動費 900,000 

　消防思想普及啓発費 2,535,000 

　秋田県消防大会費 905,000 

　女性消防団員教育訓練費 202,000 

　秋田県消防操法大会費 1,712,000 

　支部消防操法大会助成費 900,000 

　全県消防団長研修費 257,000 

　女性消防団ネットワーク会議費 337,000 

　消防互助会見舞金支出 3,000,000 

当期一般正味財産増減 △  942,100 

一般正味財産期首残 7,243,930 

一般正味財産期末残 6,301,830 

　基本財産 3,000,000 

（５）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成25年４月15日（毎月１回15日発行） №710

地域の防災、災害対策に貢献Y

猿田興業株式会社 
秋田市山王六丁目１番24号  ＴＥＬ018（863）1551㈹ 

山王セントラルビル７Ｆ  ＦＡＸ018（824）3651

森 田 ポ ン プ　　　ラ ビ ッ ト ポ ン プ 

桜ホース・ソフト吸管　　　消 防 被 服 一 式 

各 種 消 火 器　　　消 防 機 器 一 式 

株式会社　協　　　　　立 

株式会社　能代消防センター 

〒016-0846 能代市栄町12の3　 

TEL　(0185）（52）6361　 

（52）6494　 



北
秋
田
市
消
防
団 

団
長 

　
北

林

　

榮

 

消
防
団
幹
部
特
別
研
修

　
日
本
消
防
協
会
が
主
催
す
る
第
三
九
回

消
防
団
幹
部
特
別
研
修
及
び
第
一
二
回
消

防
団
幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修
は
、
日
本

消
防
会
館
で
別
表
の
日
程
、
研
修
科
目
に

よ
り
実
施
さ
れ
た
。 

　
本
県
か
ら
参
加
し
た
八
名
の
受
講
者
か

ら
報
告
が
あ
っ
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。 

　
平
成
二
五
年
一
月
一
五
日
か
ら
一
八
日

迄
、
四
日
間
日
本
消
防
協
会
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
目
的
は
、「
消
防
団
の
災
害
対
応
能
力
の

向
上
と
活
性
化
を
図
る
た
め
、
上
級
幹
部

に
対
し
各
種
研
修
を
行
い
、
消
防
団
の
指

導
者
を
養
成
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
あ
り
、

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
災
害
時
に
関

連
し
た
内
容
が
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
日
本
消
防
協
会
秋
本
会
長
の
講
話
に
耳

を
傾
け
、
消
防
庁
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
・

東
京
消
防
庁
第
六
消
防
方
面
救
助
機
動
部

隊
等
の
視
察
を
行
い
、
映
像
で
は
な
く
、

実
際
に
見
る
こ
と
の
重
要
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。 

　
グ
ル
ー
プ
討
議
は
、
参
加
者
を
六
班
に

分
け
て
編
成
し
、
五
つ
の
テ
ー
マ
か
ら
一

つ
を
選
択
し
討
議
を
行
い
、
最
終
日
に
代

表
発
表
す
る
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
私
の
班
は
、
「
消
防
団
員
の
確
保
対
策

に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
を
選
択
し
ま
し
た

が
、
特
に
時
間
を
か
け
て
討
議
さ
れ
た
の

は
、
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
消
防
活
動

に
つ
い
て
の
内
容
で
し
た
。 

　
こ
の
研
修
で
得
た
事
を
、
今
後
の
消
防

活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
全
国
の
消
防
団
幹
部
の
皆
様
と
様
々
な

意
見
交
換
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
、
有
り

難
く
感
じ
研
修
を
終
え
ま
し
た
。 

        

　
こ
の
研
修
に
参
加
し
、
全
国
か
ら
の
研

修
生
と
様
々
な
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。 

　
研
修
の
な
か
で
、
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化

が
進
む
中
で
の
、
効
果
的
な
活
動
方
策
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
議
論
す
る
場
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
入
団
員
の
確
保
策

も
含
め
、
現
状
の
課
題
に
つ
い
て
も
、
各

都
道
府
県
の
団
員
と
の
交
流
の
中
で
、
い

ろ
い
ろ
な
活
動
事
例
か
ら
、
地
元
で
の
活

動
に
活
用
出
来
る
ヒ
ン
ト
を
見
い
だ
せ
た

感
が
あ
り
、
自
分
の
考
え
方
を
見
直
す
大

変
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。 

     

　
私
は
、
今
回
の
研
修
は
大
変
有
意
義
な

研
修
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

　
私
の
参
加
し
た
課
題
討
議
は
「
若
年
層

の
団
員
確
保
の
対
策
に
つ
い
て
」
が
テ
ー

マ
で
し
た
。
や
は
り
、
各
県
の
方
も
団
員

確
保
が
難
し
く
、
昔
な
が
ら
の
友
人
知
人

か
ら
の
勧
誘
や
、
中
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
を
使
っ
た
Ｉ
Ｔ
で
の

勧
誘
を
し
て
い
る
分
団
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
特
に
一
緒
に
な
っ
た
東
京
都
町
田
市
消

防
団
の
部
長
は
、
前
述
の
他
に
、
小
学
校

の
授
業
で
「
消
防
団
っ
て
何
？
」
と
い
う

時
間
を
頂
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
編
集
し
た
教
材
で
教
え
て
い
る

の
に
は
驚
き
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
全
国
の
熱
い
分
団
員
と
熱
の

こ
も
っ
た
話
を
出
来
る
機
会
を
与
え
て
も

ら
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。 

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

     

　
今
回
の
研
修
で
は
参
加
団
員
が
六
班
に

別
れ
各
課
題
に
対
し
て
の
討
議
を
行
い
ま

し
た
。 

　
私
は
東
北
出
身
と
い
う
事
も
あ
り
、「
大

規
模
災
害
時
の
対
応
」
に
つ
い
て
討
議
し
、

東
日
本
大
震
災
発
生
時
、
各
都
道
府
県
の

消
防
団
の
方
々
の
対
応
、
行
動
を
ま
と
め

消
防
団
幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修

潟
上
市
消
防
団 

団
員 

　
宇

瀬

　

順

 

秋
田
市
消
防
団 

団
員 

　
林

　

保

志

 

大
仙
市
消
防
団 

団
員 

　
藤

峯

隆

洋

 

研 修 名 

 

開催月日 

 

参加者数 
 

 

 

研修科目 

幹部特別研修
 

 

平成25年1月15日(火)

～18日(金) 

47名 

（うち県から1名） 

日消会長講話 

課題討議・発表 

消防行政 

防災対策 

消防団実務 

危機管理　他 

幹部候補中央研修 

（男性団員の部） 

平成25年2月5日(火) 

～7日(木)  

138名 

（うち県から4名） 

日消会長講話 

課題討議・発表 

消防団運営 

活動事例 

 　 (東日本大震災) 

危機管理　他 

幹部候補中央研修 

（女性団員の部） 

平成25年2月13日(水) 

～15日(金) 

90名 

（うち県から3名） 

日消会長講話 

課題討議・発表 

消防団実務 

防災対策 

予防 

話し方講座　他 

特
別
研
修
に
参
加
し
て

特
別
研
修
に
参
加
し
て 
特
別
研
修
に
参
加
し
て

特
別
研
修
に
参
加
し
て 
特
別
研
修
に
参
加
し
て 

№710（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成25年４月15日（毎月１回15日発行）（６）



て
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
し
た
が
、
短

期
間
で
答
え
を
出
す
の
は
非
常
に
難
し
い

課
題
で
し
た
。 

　
全
体
を
通
し
て
、
最
終
日
の
岩
手
県
大

槌
町
消
防
団

部
長

鈴
木
亨
さ
ん
の
「
大

震
災
時
、
正
義
感
と
使
命
感
で
そ
の
場
に

留
ま
る
気
持
ち
は
わ
か
る
が
、
団
員
の
避

難
す
る
姿
を
見
て
住
民
に
避
難
を
促
す
と

い
う
事
も
大
切
。
想
定
内
を
想
定
す
る
な
。

想
定
外
を
常
に
意
識
し
ま
し
ょ
う
」
と
い

う
言
葉
が
印
象
的
で
、
実
際
に
目
の
あ
た

り
に
し
た
方
の
言
葉
は
心
に
ひ
び
き
ま
し

た
。 

　
他
に
も
消
防
庁
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
視

察
や
全
国
で
活
動
し
て
い
る
仲
間
と
情
報

交
換
が
で
き
、
非
常
に
有
意
義
な
研
修
で

あ
り
、
消
防
団
員
と
し
て
の
自
覚
が
よ
り

一
層
高
ま
り
ま
し
た
。
地
元
に
持
ち
帰
り

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
役
立
て
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

     

　
研
修
で
は
、
全
国
の
消
防
団
員
の
方
々

と
講
話
や
グ
ル
ー
プ
討
議
、
東
日
本
大
震

災
な
ど
の
活
動
事
例
の
お
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、
団
員
と
し
て
の
知
識
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
グ
ル
ー
プ
討
議
は
消
防
団
の
訓
練
の
あ

り
方
に
つ
い
て
で
し
た
が
、
全
国
で
様
々

な
や
り
方
が
あ
り
、
い
い
と
こ
ろ
は
真
似

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

　
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
大
規
模
災
害

や
、
集
中
豪
雨
な
ど
は
自
分
た
ち
の
町
に

も
起
こ
り
う
る
こ
と
な
の
で
、
消
防
団
と

し
て
救
助
活
動
も
で
き
る
知
識
や
多
機
能

車
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
　 

　
今
回
の
研
修
で
得
た
こ
と
を
、
こ
れ
か

ら
の
消
防
団
活
動
に
活
か
し
て
、
「
災
害

に
強
い
羽
後
町
消
防
団
」
を
築
い
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

     

　
二
月
一
三
〜
一
五
日
に
か
け
て
行
わ
れ

た
「
第
一
二
回
消
防
団
幹
部
候
補
中
央
特

別
研
修
」
に
、
鹿
角
市
消
防
団
の
女
性
団

員
と
し
て
、
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
研
修
で
は
、
消
防
団
活
動
に

関
わ
る
様
々
な
事
を
学
び
な
が
ら
グ
ル
ー

プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。 

　
多
く
の
女
性
団
員
は
、
応
急
手
当
教
育

や
防
災
教
育
を
主
な
活
動
と
し
て
い
ま
す
。

教
育
活
動
で
は
飽
き
ら
れ
な
い
こ
と
が
大

切
な
の
で
、
他
地
域
で
は
ど
の
よ
う
な
手

法
を
用
い
て
教
育
を
行
っ
て
い
る
の
か
知

り
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
グ
ル
ー

プ
討
議
で
は
「
女
性
団
員
の
公
的
な
情
報

共
有
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
欲
し
い
」
と
い
う

意
見
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。 

　
み
な
さ
ん
の
前
向
き
な
姿
勢
に
頼
も
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

　
今
後
は
、
鹿
角
で
も
他
地
域
が
参
考
に

し
た
く
な
る
よ
う
な
活
動
が
で
き
る
よ
う

に
知
恵
を
し
ぼ
り
、
実
行
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

     

　
今
回
の
特
別
研
修
に
参
加
し
て
、
全
国

の
皆
さ
ん
の
色
々
な
意
見
や
活
動
事
例
等

聞
く
事
が
出
来
て
、
大
変
意
味
深
い
三
日

間
で
し
た
。
又
講
師
の
先
生
方
の
お
話
で

も
、
消
防
団
と
し
て
の
任
務
、
地
域
の
安

全
と
住
民
を
守
る
た
め
の
知
識
を
し
っ
か

り
身
に
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
等
、
未
熟
な
私
達
に
と
り
ま
し
て
は
多

く
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。 

　
全
国
の
消
防
団
員
と
の
情
報
交
換
の
中

で
、
実
際
に
東
日
本
大
震
災
を
体
験
し
、

津
波
に
よ
り
家
を
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
方

の
お
話
し
や
、
見
習
う
べ
き
事
、
失
敗
し

た
事
例
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
今
後
自

分
達
の
活
動
に
活
か
し
て
、
少
し
で
も
地

域
と
住
民
を
安
心
さ
せ
る
た
め
に
役
立
ち

た
い
と
同
時
に
、
私
達
消
防
団
に
対
し
て
、

住
民
の
方
々
が
親
し
み
を
持
っ
て
、
お
付

き
合
い
を
し
て
い
た
だ
け
た
ら
、
も
っ
と

活
動
の
範
囲
を
広
げ
て
い
け
る
の
で
は
と

思
い
ま
し
た
。 

　 

    

　
今
回
の
研
修
で
は
、
講
義
・
講
話
や
見

学
は
勿
論
、
全
国
の
行
動
力
あ
る
女
性
消

防
団
員
の
方
々
と
交
流
し
、
大
変
に
刺
激

を
受
け
、
自
分
の
視
野
が
広
が
っ
た
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。 

　
講
義
の
中
で
は
特
に
、
長
野
県
消
防

協
会
五
十
嵐
幸
男
参
与
の
「
精
一
杯
、

正
直
に
、
身
の
丈
に
合
っ
た
楽
し
く
や

り
が
い
の
あ
る
消
防
活
動
を
」
「
女
性
だ

か
ら
と
決
め
つ
け
な
い
、
手
を
抜
か
な
い
」

「
来
て
く
れ
た
団
員
に
対
す
る
感
謝
の
気

持
ち
を
持
ち
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て

考
え
る
」
な
ど
の
言
葉
が
心
に
残
り
ま

し
た
。 

　
班
別
の
課
題
討
議
で
は
「
団
員
の
確
保
」

を
テ
ー
マ
に
、
各
団
の
活
動
の
努
力
や
悩

み
が
話
し
合
わ
れ
、
女
性
消
防
団
の
活
動

の
多
様
性
や
将
来
性
を
感
じ
ま
し
た
。 

　
自
分
の
団
は
発
足
し
て
ま
だ
三
年
足
ら

ず
で
、
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
焦
ら
ず
自
分
達
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
の
た
め
に
、
今
で
き
る
こ
と
を
頑
張

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

羽
後
町
消
防
団 

団
員 

　
石

垣

　

亮

 

鹿
角
市
消
防
団 

団
員 

　
安

保

千

夏

 

大
仙
市
消
防
団 

団
員 

　
畑

本

双

美

 

大
仙
市
消
防
団 

団
員 

　
佐
藤
美
佳
子 

特
別
研
修
に
参
加
し
て 

特
別
研
修
に
参
加
し
て 
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五
城
目
町
で
は
、
七
十
一
あ
る
町
内
会

火
災
予
防
組
合
の
連
合
体
と
し
て
五
城
目

町
火
災
予
防
組
合
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
年
の
主
な
活
動
、
事
業
内
容
と
し
て

は
、
新
小
学
一
年
生
を
対
象
に
、
防
火
Ｐ

Ｒ
を
目
的
と
し
て
鉛
筆
等
の
入
学
記
念
品

を
贈
呈
し
て
い
る
ほ
か
、
子
供
の
火
遊
び

等
に
よ
る
火
災
を
未
然
に
防
止
す
る
と
と

も
に
、
火
災
の
み
な
ら
ず
地
震
等
災
害
に

対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
防
火
・
防
災
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
春
に
は
山
火
事

防
止
キ
ャ
ラ
バ
ン
、
秋
に
は
全
町
防
火
キ
ャ

ラ
バ
ン
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
秋
田
県

総
合
防
災
訓
練
の
視
察
や
自
主
防
災
組
織

育
成
指
導
者
研
修
会
と
い
っ
た
各
種
研
修

会
等
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

　
防
火
・
防
災
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
町
内
各
小
学
校
の
五
年
生
全
児
童

を
対
象
と
し
、
平
成
二
十
四
年
度
は
六
十

一
名
の
児
童
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
会
は
一
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
、
審

査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は
町
立
大
川
小

学
校
の
小
熊
心
さ
ん
の
作
品
「
便
利
な
暮

し
の
う
ら
に
・
・
・
」
が
選
出
さ
れ
た
ほ

か
、
優
秀
賞
の
四
作
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
表
彰
伝
達
式
は
、
二
月
十
三
日
に
各
小

学
校
に
お
い
て
行
わ
れ
、
小
玉
哲
男
組
合

長
よ
り
表
彰
状
の
授
与
に
続
き
、
最
優
秀

賞
を
受
賞
さ
れ
た
小
熊
心
さ
ん
に
は
記
念

品
と
し
て
の
楯
が
、
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ

た
児
童
に
は
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、

応
募
児
童
全
員
に
図
書
カ
ー
ド
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ

れ
た
小
熊
心
さ
ん
の
作
品
は
、
四
月
に
開

催
さ
れ
る
平
成
二
十
五
年
度
当
会
総
会
の

場
に
お
い
て
作
者
朗
読
に
よ
り
披
露
さ
れ

る
予
定
で
す
。 

　
当
組
合
は
設
立
五
十
余
年
を
数
え
る
歴

史
と
伝
統
あ
る
組
織
で
あ
り
、
地
域
に
根

差
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
と
そ
の
育
成

が
求
め
ら
れ
る
昨
今
、
よ
り
柔
軟
性
に
富

ん
だ
組
織
と
し
て
、
今
後
更
な
る
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
　〔
情
報
提
供
＝
男
鹿
潟
上
南
秋
支
部
〕 

 

平
成
二
四
年
度

秋
田
県
消
防
功
労
者
表
彰
式

五
城
目
町 

　

火
災
予
防
組
合
の
ご
紹
介 

建　　物 

林　　野 

車　　輛 

そ の 他 

合　　計 

死 者 数 

負傷者数 

2 

0 

6  

－  1 

7 

4 

－  7

－  5 

0 

1 

1 

－  3 

2  

－  2

234 

31 

35 

82 

382 

17 

66

54 

0 

4 

6 

64 

6 

22

18 

0 

2 

1 

21 

2 

5

56 

0 

10 

5 

71 

10 

15

13 

0 

3 

2 

18 

4 

3

平成25年 平成24年 同期比較 

３月 累計 累計 ３月 年計 ３月 累計 

火災の発生状況 （速報値） 

（秋田県総合防災課調べ） 

　
こ
の
運
動
は
、
山
火
事
が
多
発
す
る
春

季
に
お
い
て
、
県
民
一
人
ひ
と
り
に
山
火

事
予
防
思
想
の
普
及
を
図
り
、
森
林
資
源

と
自
然
環
境
の
保
全
に
努
め
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。 

■
統
一
標
語 

　
山
の
火
事  

　
　
　
　
も
と
は
小
さ
な  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
種
か
ら 

■
実
施
期
間 

　
平
成
二
五
年
四
月
一
日
（
月
）
〜 

　
五
月
三
一
日
（
金
）
ま
で
の
二
ヶ
月
間 

平
成
二
五
年
度 

秋
田
県
山
火
事
予
防
運
動 
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